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水素・燃料電池戦略ロードマップ
評価WGの開催報告

令和元年９月１1日
経済産業省 資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課/水素・燃料電池戦略室



 2019年3月に改訂した水素・燃料電池戦略ロードマップにおいては、同ロードマップにおいて掲げる
各分野における取り組みを迅速かつ着実に実行していくため、現状や将来目標の達成の蓋然性
等のフォローアップを年に１回程度実施していくことを盛り込んだ。

 これを受けて、2019年6月25日に、第１回目となる水素・燃料電池戦略ロードマップ評価WGを
開催し、分野毎に、現在の状況や今後解決すべき課題の確認等を行った。

水素・燃料電池戦略ロードマップ評価WGについて
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水素・燃料電池戦略ロードマップ評価WGの位置づけ 水素・燃料電池戦略ロードマップ評価WG 委員名簿
氏名 所属・役職

秋元 圭吾 公益財団法人地球環境産業技術研究機構
システム研究グループ グループリーダー・主席研究員

柏木 孝夫
（座長）

東京工業大学 特命教授

工藤 拓毅 日本エネルギー経済研究所 理事
電力・新エネルギーユニット担任

佐々木 一成 九州大学 副学長 水素エネルギー国際研究センター
センター長・主幹教授

佐藤 嘉晃 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総開発機構
理事

原田 文代 株式会社日本政策投資銀行 企業金融第５部 担当部長

古谷 博秀 国立研究開発法人 産業技術総合研究所
福島再生可能エネルギー研究所
再生可能エネルギー研究センター 研究センター長
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【参考】水素・燃料電池戦略ロードマップ～水素社会実現に向けた産学官のアクションプラン～（全体）
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 基本戦略等で掲げた目標を確実に実現するため、
① 目指すべきターゲットを新たに設定(基盤技術のスペック・コスト内訳の目標)、達成に向けて必要な取組を規定
② 有識者による評価ＷＧを設置し、分野ごとのフォローアップを実施

 FCV主要システムのコスト

 ST構成機器のコスト

 FCバス車両価格

• 徹底的な規制改革と技術開発

 水素専焼発電での発電効率

(300万円→70万円)

（26％→27％） • 高効率な燃焼器等の開発

整備費 3.5億円→2億円
運営費 3.4千万円→1.5千万円

 業務・産業用燃料電池のグリッドパリティの実現

FCV

 製造：褐炭ガス化による製造コスト

• ｾﾙｽﾀｯｸの技術開発

（数千㎥→5万㎥）

• 褐炭ｶ゙ ｽ化炉の大型化・高効率化
• 液化水素ﾀﾝｸの断熱性向上・大型化

 水電解装置のコスト
（5kWh/Nm3→4.3kWh/Nm3）

• 浪江実証成果を活かしたﾓﾃ゙ ﾙ地域実証
• 水電解装置の高効率化・耐久性向上
• 地域資源を活用した水素ｻﾌ゚ ﾗｲﾁｪー ﾝ構築

水素コスト

 整備・運営費

基本戦略での目標

20万台＠2025
80万台＠2030

ST 320か所＠2025
900か所＠2030

ﾊ゙ ｽ 1200台＠2030

2025年  FCVとHVの価格差
燃料電池 約2万円/kW→0.5万円/kW
水素貯蔵 約70万円→30万円

2025年

‘20年代前半

商用化＠2030 2020年

2025年

(1億500万円→5250万円)

• 全国的なSTﾈｯﾄﾜー ｸ、土日営業の拡大
• ｶ゙ ｿﾘﾝｽﾀﾝﾄ゙ /ｺﾝﾋ゙ ﾆ併設STの拡大

• ﾊ゙ ｽ対応STの拡大

グリッドパリティの
早期実現

30円/Nm3＠2030  
20円/Nm3＠将来

水電解システムコスト
5万円/kW＠将来

‘20年代前半

2030年

圧縮機 0.9億円→0.5億円
蓄圧器 0.5億円→0.1億円

 貯蔵・輸送：液化水素タンクの規模
水素液化効率（13.6kWh/kg→6kWh/kg）

（数百円/Nm3→12円/Nm3）

（20万円/kW→5万円/kW）

 水電解効率

※トラック、船舶、鉄道分野での水素利用拡大に向け、指針策定や技術開発等を進める

※1MW級ガスタービン

（2019年3月策定）
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第１回 水素・燃料電池戦略ロードマップ評価WGについて
 水素・燃料電池ロードマップに沿って、下記の６つの分野について議論を行った。

 委員より、国際標準化や水素・燃料電池技術を活用するアプリケーションの横展開の重要性等に
ついて言及があり、これを事業者にフィードバックすること等により、水素・燃料電池戦略ロードマップ
の着実な実行に繋げていく。

① 国際的な水素サプライチェーンの開発等
 コストの低減に向けた水素の製造、輸送、貯蔵に係る技術開発等

② 国内再生可能エネルギー由来水素の利用拡大
 Power to gas技術の確立に向けた水電解装置の開発

③ 電力分野での利用
 水素混焼発電の導入可能性調査等

④ モビリティ分野での利用
 燃料電池自動車や水素ステーションの低コスト化に向けた技術開発、アプリケーションの拡大等

⑤ 産業プロセス・熱利用での水素活用の可能性
 需用量の拡大を念頭においた、産業プロセス・熱利用における水素使用条件の検討

⑥ 燃料電池技術活用
 家庭用燃料電池、業務・産業用燃料電池の低コスト化や性能向上に向けた研究開発等

３
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【① 国際的な水素サプライチェーンの開発等】の例
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【② 国内再生可能エネルギー由来水素の利用拡大】の例
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【③ 電力分野での利用】の例
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【④ モビリティ分野での利用】の例（１）
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【④ モビリティ分野での利用】の例（２）



①（鉄鋼） EUのHORIZON2020等の支援を受けて異業種コンソーシアムによる複数のプロジェクトが進行中。
②（石油精製）オランダのRotterdam製油所で再エネ水素利用についてFS中。ドイツのシェルが欧州政府の支援を受け、

再エネ電気を用いた電気分解水素の導入計画を検討中。 9

【⑤ 産業プロセス・熱利用での水素活用の可能性】の例
＜ロードマップ＞
 産業プロセスごとにCO2フリー水素が代替し得る既存の燃料・原料の種別（化石燃料や、CCSを伴わない

化石資源由来の水素）及びそのコストは異なることから、経済合理性確保の見通しが得られたプロセスから
順次CO2フリー水素の利用を検討する。

＜アクションプラン＞
 各産業プロセスにおけるCO2フリー水素の利用について、純度や受入方法、電化の困難性などの技術的な

要件や経済合理性を持つための価格条件を精査し、ポテンシャルを評価する調査を実施する。

 ロードマップ達成に向けた対応状況

１．解決すべき課題
①製鉄プロセス等の水素利活用に向けた技術開発

２．海外の現状

現時点ではCO2フリー水素は利用されていない。
なお、経済的に代替可能な水素コストは産業によって異なるが、7.7～30円/Nm3と試算。

産業プロセス 原料 使用量（万t/年）
経済的に代替可能な

水素コスト
(円/Nm3)

水素換算
（億Nm3/年）

鉄鋼
石炭

（製鉄工程の還元剤）
5,400 1,300 7.7

(原料炭2万円/tの場合）

石油精製※ LPG 170 52 20-30

化
学

アンモニア製造事業
オイルコークス
廃プラスチック

不明 16.4 不明

エチレンプラント事業等 ナフサ・LNG・LPG 不明 不明 不明

※大手石油精製会社からのヒアリング結果を基に、資源エネルギー庁で全国の使用量を概算。



【⑥ 燃料電池技術活用】の例
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